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評 価 開 発 グループ  
  

 

 

担当教員： 評価開発グループ教員 

 

取り組みの概要 

 本事業の校内グループの１つである「評価開発グループ」が、今年１年どのような取り組

みを行ったのかをまとめる。昨年度「評価開発グループ」では、本事業の目指すべき生徒像

の柱である「探究力」「自発性」「協調性」の能力を評価する評価指標（ルーブリック）を作

成した。 

 今年度は、そのルーブリックを本校の教育活動の中で実際に運用し、「本校に適した評価

規準なのか」「わかりにくさ、使いにくさはないか」などを検討した。具体的には①本事業

の中心的な活動の一つである熱校ラボ・熱海ラボにおいて生徒の自己評価（事前・事後）に

活用する、②ビジネス観光類型、福祉類型の実習活動においてルーブリックを元にした評価

を行う、という二点に取り組んだ。 

 

取り組んだこと 

① 熱校ラボ・熱海ラボにおいて生徒の自己評価（事前・事後）にルーブリックを活用する 

（1）自己評価表（事前・事後）の作成 

昨年度作成したルーブリックは、横軸に「探究力」「自発性」「協調性」を置き、縦軸にＡ・

Ｂ・Ｃの段階を示したものである。熱校ラボ・熱海ラボにおいて、生徒自身が自らの資質・

能力を振り返るきっかけとなるよう、自己評価表（アンケート）を作成し、10月（事前）と

２月（事後）に実施した。アンケートの作成においては、生徒が答えやすいようルーブリッ

クの各項目を具体例で示した。また、追加項目として自己肯定感に関するものと地域資源の

活用に関するものも入れた。事後アンケートにおいては、「今年度自分が成長したと感じら

れる力」と「来年度、自分が伸ばしたいと考えている力」について、「探究力」「自発性」「協

調性」の中から一つ選ぶという項目を追加した。事後アンケートを実施する際には、10 月

に行った事前アンケートの結果も配布し、比較しながら記入できるようにした。 

 この自己評価表を生徒に行わせた狙いは２つある。一つは熱校ラボ・熱海ラボ（これに限

らず本校で行われている教育活動全て）において、身に付けてほしいと考えている力を具体

的に示すということである。二つ目は、生徒に自らの資質・能力を振り返る機会を設けると

いうことである。このような狙いで実施したため、この自己評価表の結果については 10月

の事前アンケートと２月の事後アンケートの間で、必ずしも資質・能力の成長を期待するも

のではない。事後アンケートを実施する際に生徒にも説明したが、自分を見つめ直したり地

域の課題解決学習を行ったりする中で、事前アンケートより自己評価が下がることもあり

得るものである。 

（2）自己評価表（事前・事後）の結果 

 自己評価表の各項目は、その資質・能力の活用レベルが低い段階（Ｃ）から高い段階（Ａ）
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まで分かれている。そのため、事前・事後アンケートのどちらにおいても、活用レベルが低

い段階ほど「あてはまる」割合が高く、活用レベルが高い段階ほど「あてはまらない」割合

が高くなっている。 

 また、事後アンケートを実施するにあたって、生徒には「必ずしも事前アンケートよりも

成長している必要はない」と説明したが、ほとんどの項目において１年生・２年生とも事前

アンケートよりも事後アンケートのほうが資質・能力の向上が見られる結果となった。特に

項目 30 と 31 は、以前より本校生徒が低いと言われていた自己肯定感に関わる内容だった

が、１・２年生ともに大きく向上が見られた。 

 事後アンケートの最後に追加した「今年度自分が成長したと感じられる力」については、

１・２年生ともに「協調性」が最も多かった。熱校ラボ・熱海ラボでのグループによる課題

解決学習では、一人一人に役割を持たせて調査・まとめ・報告を行ったので、その効果が出

たと言えよう。しかしその一方で、「来年度、自分が伸ばしたいと考えている力」について

は「自発性」が最も多かった。決められた授業や行事において教員がお膳立てをした中での

活動はできるが、自ら課題を見つけて調べようとする力は不足していると感じている生徒

が多いようであった。 

 

②ビジネス観光類型、福祉類型の実習活動においてルーブリックを元にした評価を行う 

（1）ビジネス観光類型  

【ア どのような評価を行ったか。】 

・高校生ホテル本番２週間前に昨年度評価開発グループが作成したルーブリックを実習

に合う形式に変更し、50問×４点＝200点での自己評価シートを作成した。 

・高校生ホテル本番後、生徒の意識の変容を見るため、同様の内容の評価を実施した。た

だし、前回の自己評価シートの項目が多すぎたため、項目数を 20 に変更し 20 問×５点＝

100点での評価を行った。また、自己評価と同様の内容で、実習先の従業員の方にも評価し

ていただいた。 

【イ どのような結果が出たか。】 

・本番２週間前の自己評価シートは、質問項目が多く質問の意図が端的ではなかったた

め、質問に答える生徒の前向きな姿勢が失われていたと感じる。例えば、全ての項目におい

て４段階中の４（最高点）を付ける生徒がいた。また、現地実習をすでに行っている段階で

の自己評価であったため、全体的に高い評価をつける生徒が多かった。 

 ・本番後の評価では、生徒が自ら定めた目標に対しては完璧にできたと答える生徒が多か

ったが、実習先の従業員の方の評価では低いという真逆の結果も見られた。 

【ウ 評価するにあたって難しかった点、反省点、使いにくいと感じた点、良かった点等】 

 初期段階として、生徒に評価の目的を認識させる、意識させることが大切である。また、

生徒に自己評価した根拠を説明させるという活動を踏まないと、評価の説得力が欠けてし

まうということがわかった。また、従業員の方の評価を具体的な根拠とともに生徒にフィー

ドバックしていかないと、生徒の成長にもつながらないと感じた。受け入れていただく企業

の従業員の方に対しても、共に生徒を育てていくという理念を教員と共有する必要がある

だろう。生徒には、具体的に「このような行動をすることが評価５である」といった基準を

示すことも方法の一つである。評価も５段階ではなく、はい・いいえのように２拓にしても



 

3 

良かったかもしれない。いずれにしても、来年度以降も試行錯誤しながら評価の在り方を考

えていきたい。 

（2）福祉類型  

【ア どのような評価を行ったか。】 

科目「生活支援技術」での実技の授業において、昨年度評価開発グループが作成したルー

ブリックを授業内容に合わせて形式を変更した評価シートを用いた。 

 科目「生活支援技術」での実技の授業では、①理論の学習、②実技演習、③実技テストの

流れで授業を実施している。評価シートを用いたのは、そのうちの②実技演習及び③実技テ

ストである。毎時間、実技演習の開始前にその時間の目標を立て、その時間終了時にその目

標に対する進捗状況及び次時に向けての課題を記載し、実技テスト終了後に各項目の評価

を生徒が自己評価した。 

【イ どのような結果が出たか。】 

実技に対する最終目標や各時間の目標、次時に向けての課題を記載することにより、「ど

のように実技の練習の時間を活用するか」が明確になり、「どのような点が苦手か」が生徒

自身で考えることができていた。 

しかしながら、質問項目が多く、質問の意図が端的ではなかったため評価シートの記載に

時間がかかってしまうこともあり、評価することが作業的なものとなってしまっていた面

も見られた。 

【ウ 評価するにあたって難しかった点、反省点、使いにくいと感じた点、良かった点等】 

 評価シートを用いる最初の段階で、目標シートの活用の目的を具体的に生徒へ伝え、生徒

が意欲的に自己評価を取り組むことができるような環境づくりが必要であった。また、評価

をするにあたって基準を示していなかったため、自己評価の記載状況と実技テストの点数

に差があった。このことにより、より自分自身の取り組み状況を客観的に判断できるよう、

どのような状況であれば「４」と評価するのか、「１」と評価するのかの基準も生徒へ示す

必要があったと感じた。 

 さらに、質問事項が多く、質問の内容が生徒に伝わりにくかったため、評価シート自体の

構成を再検討する必要がある。 

 

取り組みの成果 

① 熱校ラボ、熱海ラボにおいて、生徒に身に付けてほしいと考えている力を具体的に示す

ことができた。同時に、それらの資質・能力が自身に身に付いているかどうか、生徒に考え

る機会を与え、多くの項目において成長が見られた。 

 

② 実習科目において昨年度作成したルーブリックを運用し、その活用方法や課題を考え

ることができた。実習活動の途中で、評価をどのようにフィードバックして生徒の成長につ

なげるかということが今後の検討課題である。また熱校ラボ、熱海ラボ（総合的な探究の時

間）のように評定（成績）がつかないようなものにおける運用は比較的平易だが、実際に評

定（成績）がつく科目において、ルーブリックによる評価をどのように成績に結びつけるか

が難しく、今後の研究が必要である。 
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今後取り組むべきこと 

・地域に求められる人材を育成するための「座学の授業におけるキャリア教育」の検討・実

施のため、昨年度作成したルーブリックを座学の授業においても運用を試みる。 

 

・教員が「熱高ラボ・熱海ラボ」の活動をどのように評価するのか、どの段階で何を使って

評価し、それを生徒にどのようにフィードバックするのかを検討・実施する。 

 

・生徒に今年度「探究力」「自発性」「協調性」の中から、どのような点を伸ばしたいのかを

考えさせ、年度末に自身の成長した点を根拠（エピソード）を元にアウトプットできるよう

にさせたい。 

 

・本事業で目指している生徒像をどのように他教員に伝え、普段の教育活動に生かしてもら

えるか、理念を共有する方法を考える。 
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熱高ラボ・熱海ラボ「自己評価（事後）」 

HRNO（    ）名前（         ） 

 ９月～２月まで、桃陵の時間に熱高ラボ（１年生）、熱海ラボ（２年生）を

行ってきました。熱高ラボ・熱海ラボでは、様々な活動を通して皆さんの「探

究力」「自発性」「協調性」の育成を目指しています。その三つの力について、

10月の事前評価と比較しながら現在の自分がどのぐらい変化したのか、下のア

ンケートに答える形で自己評価をしてみましょう。 

 10月に比べて絶対に成長していなければならない、ということはありませ

ん。自分を見つめ直した結果、10月より自己評価が下がることもあり得ます。 

 あ
て
は
ま
る 

や
や
あ
て
は
ま
る 

あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

探
究
力
Ｃ 

１：現在の自分の学習面について、何が得意で何が苦手かわかっている。 ４ ３ ２ １ 

２：現在の自分の私生活や部活動において、こうなりたいという目標が

ある。 

４ ３ ２ １ 

３：将来の夢や高校卒業後の進路が定まっている。 ４ ３ ２ １ 

探
究
力
Ｂ 

４：現在の自分の学習面の改善点について、どのようにしたら向上する

か方法がわかっている。 

４ ３ ２ １ 

５：現在の自分の私生活や部活動において、どのようにしたら向上する

か方法がわかっている。 

４ ３ ２ １ 

６：将来の夢や高校卒業後の進路において、どのようにしたらその目標

に近づけるのか方法がわかっている。 

４ ３ ２ １ 

探
究
力
Ａ 

７：学習面や部活動等でわからないことがあった時、友達や先生にすぐ

に聞くことができる。 

４ ３ ２ １ 

８：文献やインターネットで調べた一つの情報だけでなく、様々なメデ

ィアやツールからの情報を使って多角的に判断することができる。 

４ ３ ２ １ 

９：将来の夢や高校卒業後の進路に向けて、計画を立てて実際に行動し

ている。 

４ ３ ２ １ 

自
発
性
Ｃ 

10：世の中（国内・国外）で、現在どのようなことが問題になっている

のかを知っている。 

４ ３ ２ １ 

11：自分の住んでいる地域で、現在どのようなことが問題になっている

のかを知っている。 

４ ３ ２ １ 

12：町の図書館の利用方法や、パソコン・スマホでのインターネット検

索、辞書などの使用方法について理解している。 

４ ３ ２ １ 
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自
発
性
Ｂ 

13：世の中や地域にある問題が、自分自身にとってどのような関係があ

るのかを理解している。 

４ ３ ２ １ 

14：直面した問題や設定した課題について、多様な情報の中から必要な

ものを選び、適切に利用できる。 

４ ３ ２ １ 

15：直面した問題や設定した課題について、解決につながるようなアイ

ディアを出すことができる。 

４ ３ ２ １ 

自
発
性
Ａ 

16：直面した問題や設定した課題について、解決につながるようなアイ

ディアや意見を積極的に出し、行動することができる。 

４ ３ ２ １ 

17：一般的な解決策やアイディアにとらわれず、より良いものを自分た

ちの手で作り出そうという意識がある。 

４ ３ ２ １ 

18：目標達成や問題解決を進めるにあたって、大きな困難に出会った時

もあきらめずに挑戦し続けることができる。 

４ ３ ２ １ 

協
調
性
Ｃ 

19：社会には、一人だけでは解決できない問題があることを知っている。 ４ ３ ２ １ 

20：他人の意見を聞くことで、自分の視野が広がるような経験をしたこ

とがある。 

４ ３ ２ １ 

21：一人では解決できない問題に対して、親しい友人に協力をお願いで

きる。 

４ ３ ２ １ 

協
調
性
Ｂ 

22：一人では解決できない問題に対して、友人に協力を依頼し、お互い

に協力しながら活動をすることができる。 

４ ３ ２ １ 

23： 友人と協力し合うことで、一人では解決できなかった問題や課題を

解決した結果、自分のためにも友人のためにもなった経験がある。 

４ ３ ２ １ 

24：自分と親しい友人だけでなく、他の同級生や先輩との関係も大切に

することができる。 

４ ３ ２ １ 

協
調
性
Ａ 

25：必要に応じて、初対面の人や年齢・立場が異なる大人とも会話をす

ることができる。 

４ ３ ２ １ 

26：自分と考えが異なる人の意見も受け入れることができる。 ４ ３ ２ １ 

27：直面している問題や設定した課題に応じて、友人だけでなく様々な

人たちとも協力体制をつくることができる。 

４ ３ ２ １ 

28：自分の住む地域の魅力について、他の人に語ることができる。 ４ ３ ２ １ 

29：自分の住む地域に、自分の将来のことや実現したいことについて相

談に乗ってくれる人・支えてくれるような人がいる。 

４ ３ ２ １ 

30：自分には何か良いところがあると思う。 ４ ３ ２ １ 

31：自分には社会（身近なコミュニティ、地域、日本、世界等）を変え

られるような力があると思う。 

４ ３ ２ １ 

 

最後に、三つの中から一つ選んで〇をつけてください。 

・今年度、自分が成長したと感じられる力 （探究力 ／ 自発性 ／ 協調性） 

・来年度、自分が伸ばしたいと考えている力（探究力 ／ 自発性 ／ 協調性） 

 


